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はじめに
ヒトが味覚を認知する際、脳全体ではなく脳の一
部（領域）が賦活する。この活動領域を脳の上に描
くと脳地図ができる。味や摂食に関わる部位は大脳
の中で広範囲を占めており、かつ解剖学的、生理学
的に細かく分かれていて興味深い。また、味覚によ
る賦活領域は、味の濃度、温度、味質の組み合わせ、
味と匂いの組み合わせ、心理との関わりなど様々な
条件により多岐にわたる。さらに、近年、口腔内の
みならず消化管にも taste receptorが存在することが
明らかとなり、実験方法による脳賦活の違いも起こ
りうると言える。よってヒトの味覚の脳機能におい
ては、未だ健康な成人においてでも、基礎的・臨床
的なデータがそろっていない。このような状況下で
「うま味」というデリケートな味質による脳機能を
探ろうというのは try a challengeである。現在のと
ころ、Pub Medで、Umami AND functional MRI（脳機
能画像のひとつ）で文献を探すと 19編ヒットする。

ヒトでは、Rollsら 3編，Hummelら 2編，後藤ら 2

編、その他の著者が 1編ずつ 5名、ラットにおいて
鳥居らが 7編である。今後の研究の大きな可能性が
見てとれる。

脳機能画像と方法
正常なヒトを傷つけずに脳賦活を見るために、こ

れまで、脳機能画像が用いられてきた。なかでも脳
全体の神経活動を mm単位の画像解像度で非侵襲
的に可視化する functional MRIにより、ヒトの味覚
に関する脳地図、すなわち口腔から入った味を脳の
どの部位で認知しているかが解明されてきた。方法
は大きく 2つに分かれる。一つは、口腔内に供給し
た味溶液を飲み込むもの、他方は、舌全体に味溶液
を供給するが、軟口蓋、咽頭、消化管の taste recep-

torを刺激することなく、舌における taste receptorか
らのみの刺激による味覚の脳地図を描き出すもので
ある。
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うま味による脳機能については、未だ健康な成人においてでも、基礎的・臨床的なデータがそろっていな
い。我々は脳全体の神経活動を可視化する functional MRIにより、口腔から入ったうま味やこく味を脳のど
の部位で認知しているかを解明してきた。今後は、脳賦活領域同士がどのように関連し神経回路を構築して
いるかを調べ、うま味の認知機能のネットワークとメカニズムの解明を行いたいと思っている。
その成果を用いて、食品開発における指標作りや、病院での患者の主観的意見に左右されない客観的な新
しい診断法の開発を行いたい。

キーワード：うま味、こく味、functional MRI、脳賦活領域、脳内ネットワーク



我々は、後者の方法を用いて脳機能を探ってきた。
理由は、MRI撮像時における criticalな問題である
嚥下によりおこる頭部動揺が脳活動に及ぼす影響
（虚像など）を避けたかったからである。これは結
果的に先に述べたヒトの消化管にも存在する taste

receptorからの刺激は避けることにもなり、「まずは
シンプルに生理学的に味覚刺激が舌から大脳へどう
伝わるのか知りたい」という当初の目的をかなえる
こととなった。

基本味「Umami」による脳活動
1）脳地図
我々の方法を用いた脳地図では、monosodium L-

glutamate（MSG）により、一次味覚野である Insula、
二次味覚野である Anterior insulaや Orbitofrontal cor-

texの活動がみられた。
また、味覚の基本味に関する 505 の functional

MRI 研究のうち、likeihood estimation meta-analysis
を用いて、うま味MSG, inosine monophosphate（IMP）,
MSG + IMP, guanosine monophosphate を評価した 4

実験における脳賦活領域は、the bilateral antero-
ventral insula, bilateral middle dorsal insula, and bilateral

pre-/post-central gyrus に認められた。また、うま味
を用いたスープに glutathioneによりコク味を加えた
場合には、left ventral insulaが賦活した。

2）脳活動の時系列
我々の方法を用いた脳活動の時系列データにおい

ては、舌における認知と脳における認知が似た傾向
があることがわかった。すなわち舌における官能試
験でも脳においてもうま味は塩味よりも活動が強く
なるのが遅かった。
これらの研究の限界は、functional MRIの時間分
解能が 2～3秒単位であることであったため、時系
列をよりくわしくみるために、舌における官能試験
を 1 msで計測できる intensity meterを開発した。今
後はこのデータを functional MRIと組み合わせ、舌
と脳における時系列の連関を詳細に調べていきた
い。

3）脳内ネットワーク
functional MRIによる脳内ネットワーク解析には
基本的に 2通りあり、Resting stateと Dynamic Causal

Modellingがある。筆者らは、活動領域間の方向性
を持った結合（因果関係）を知るために、Dynamic
Causal Modellingを採用してきた。うま味では未だ
経験がないが、我々は、塩味の濃度における脳内ネッ
トワーク解析を行った。まず、塩味の濃度に関わる
脳賦活領域として、ヒトでは初めて Thalamusにお
ける活動を見いだした。さらに、Thalamus, Insula,
Post centeral gyrusの connectivityが異なる塩味濃度
により変調することがわかった。

今後は、この手法をうま味に適応し、未だ不明点
が多い「脳賦活領域同士がどのように関連し神経回
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路を構築しているか」を調べ、うま味の認知機能の
ネットワークとメカニズムの解明を行いたいと思っ
ている。

おわりに
我々は現在正常者におけるデータベース構築を試
みており、将来的に、食品開発における指標作りに
貢献したいと思っている。また臨床では患者の主観
的意見に左右されない客観的な脳画像を用いた新し
い診断における基盤となる。
様々な分野の方々との共同研究により基礎から臨
床まで総合的な解明ができればと考える。
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